
決 算 説 明 資 料 2026年3月期

202６.4.２８ アイザワ証券グループ株式会社 証券コード：8708



従業員の皆さんへ

私たちは社員一人ひとりを尊重し

成長と挑戦を後押しします

株主の皆さまへ

私たちは持続的な成長を通じて

企業価値向上に努めます

Purpose
私たちの存在意義

より多くの人に より豊かな生活を

PVVイメージ動画

アイザワ宣言

お客さまへ

私たちはお客さまの未来を見据えた

金融サービスを提供します

社会へ

私たちは地域との繋がりを大切にし

社会の発展に貢献します

企 業 理 念

資産運用・資産形成を通じて

お客さまとそのご家族の人生の伴走者となる

Vision
私たちのあるべき姿

Values
私たちが大切にする価値観

チャレンジ
リレーション

シップ
プロフェッショ

ナリズム
チームワーク

Agenda

サマリー P 2

KPIの進捗状況 P16

トピックス P21

本資料に関して

本資料は、2026年3月期決算の業績等に関する情報の提供を目的としたものであり、

当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。

本資料は2026年3月末日現在のデータに基づいて作成されております。

本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その

情報の正確性、完全性を保証し又は約束するものではなく、また今後、予告なしに変更

されることがあります。

PVVのイメージ動画をアイザワ証券グループホームページに
掲載しております。
h t t p s : / /w w w . a i zaw a - g r ou p . j p / com pa ny / p vv .h tm l
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エグゼクティブサマリー – ［連結］

営業収益

20,973百万円

前期比： + 1.9％

ストック商品預り資産

5,639億円

ROE

実質ストック収益 実質販管費カバー率

35.6%

親会社株主に帰属する純利益

2,752百万円

総預り資産

2兆3,855億円

6.0%

社長メッセージ

前期比： △ 0.3ｐｔ前期比： △ 13.2％

前期末比： + 33.2％ 前期比： + 6.9ｐｔ前期末比： + 21.3％
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※1 実質ストック収益：信託報酬とラップ報酬の合計額から金融商品仲介業者等に支払う仲介手数料分を除外した収益額

※2 実質販管費：アイザワ証券の販売費・一般管理費から金融商品仲介業者等に支払う仲介手数料を除外した額

※1                                       ※2

2026年3月期累計

当 社 は 、 証 券 事 業 の 変 革 とい うき わ めて 大 きな 改 革を 実 行し て お り、 「 お客 さ まと その ご家 族 の資 産 運用 ・ 資産 形 成の 伴 走者 」 とな る

こ と を 目 指 し 、 お 客 さ ま のラ イ フプ ランの 実 現に 向 けて 長 期に わた り伴 走 支援 す るゴ ール ベー スア プロ ーチ （ G B A ） 型営 業 を推 進 し て

お り ま す 。 相 場 環 境 に左 右 され に く い安 定 収益 の 確保 に 努め 、 安 定 的に 連結 Ｒ ＯＥ８ ％ 以 上を 達 成で き る収 益構 造 への 転 換 を 図 って

お り ま す 。

中 期 経 営 計 画 の 1 年目 と なっ た2 0 26 年 3月 期 は、 全 社 を 挙げ て G BA 型 営 業を 徹 底し た 成 果が 出 てお り、 2 0 26 年 3 月末 時 点で ス

ト ッ ク 商 品 （ 投 資 信 託 とラ ッ プ商 品 ）預 り資 産 が５ ， ６ ３９ 億 円で 前 期（ 2 0 25 年 3月 期 ）末 比 1 , ４ ０６ 億 円と 大き く 増 加 し 、 証 券事 業 の

変 革 は 着 実 に 進 展 し て お りま す。

業 績 面 で は 、 証 券 事 業 は 、 上 記の よう に変 革 を進 め る中 で 営業 利 益が 約 10 億円 とな りま し た 。 投資 事 業は 、 非 上場 資 産の 評 価損 等 に

よ り 営 業 赤 字 と な りまし た が 、 上 場株 式 の売 却 利益 計 上に よ り事業 全 体と し て は黒 字 とな りま し た 。 運用 事 業は 費 用増 加 があ りま し

た が 、 こ れ は 将 来 を 見 据え た事 業 再構 築 に尽 力 し て いる ため で す。 こ れら の結 果 を受 け 、 親会 社 株主 に 帰属 す る純 利 益は 2 7億 5 2百

万 円 と な り ま し た 。

1 年 間 を 終 え た 今 、 将来 の 利益 拡 大の た めの 改 革が 確 実に 進 んで いる 、 と いう 手応 えを 強 く 感 じて いま す 。 ス テー クホ ルダ ーの 皆 さま

の 期 待 に 応 え る べ く ２ ０ ２６ 年 4月 か らの 中期 経 営計 画 2年 目 にお い ても 、 改 革の 手 を緩 め るこ とな く 、 昨 年度 以 上に 力 強く 前 進 し て

参 り ま す の で 、 本 年 度も ご支 援 を賜 りま すよ う、 よ ろ し く お 願い 申 し 上げ ま す。
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将来イメージ

資本コストや株価を意識した経営

3

資 本 コ ス ト を 安 定 的 に 超 え る 利 益 を 計 上 で き る 事 業 構 造 へ 変 革 す る こ と で 企 業 価 値 向 上 を 目 指 す

毎 年 度 の R O E 水 準 を 意 識 す る と 同 時 に 、 安 定 的 に R O E ８ ％ 以 上 を 達 成 で き る 事 業 構 造 ・ 収 益 構 造 へ の 変 革 を 行 い 、

中 期 的 な 企 業 価 値 向 上 を 目 指 す 方 針

企業価値の向上に資する各種施策 財務戦略

連結貸借対照表

2026年3月末

流動資産
817億円

固定資産
425億円

負債
738億円

純資産
504億円

総資産 1,243億円 総資産

流動資産

固定資産

負債

純資産

財務レバレッジの活用等による資本効率重視の財務
戦略を実行し、効率的な事業運営を行う。

財務安定性の向上を企図し、将来の成長に必要な資
金を機動的に調達することを目的として社債を発行。
2026年3月末時点で残高121億円。

財務レバレッジの活用

社債の発行

PBRの向上（企業価値の向上）

ROE向上施策×PER向上施策

証券事業の変革

投資事業のグレードアップ

運用事業の再構築

生産性の向上

コンプライアンスの強化

株主還元策

IR強化

人的資本投資への取組み強化

サステナビリティ推進

リスク管理の強化
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中期経営計画（2025年4月～2028年3月）の基本方針
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「 お 客 さ ま と そ の ご 家 族 の 資 産 運 用 ・ 資 産 形 成 の 伴 走 者 」 と し て の ビ ジ ネ ス モ デ ル を 確 立 し 、

安 定 的 に R O E 目 標 を 達 成 で き る 事 業 構 造 ・ 収 益 構 造 に 転 換 す る 3 年 間 と 位 置 付 け る

アイザワの目指す「伴走者」とは

お客さまとそのご家族の資産運用・資産形成に関して、継続的にお話を傾聴し、それぞれのライフステージに合った

提案・アドバイスを送り、世代を超えて対話を続ける、長期にわたる人生のパートナーです。

環境認識

「対面による継続的対話・
アドバイス」へのニーズの高まり

⚫ 「貯蓄から投資へ」の大きな流れにより、 
個人の資産運用・資産形成の関心が集まる

⚫ 長期目標に対して、対話による継続的アド
バイスへのニーズが高まっている

中期経営計画 （2025年4月～2028年3月）

事業構造・
収益構造の転換

⚫ 「ゴールベースアプローチ型」営業と「地域

密着」を徹底することで「継続的・長期的に

お客さまに寄り添う」価値を提供

⚫ 毎年度の利益水準に注意しつつ、中期的な

企業価値の向上を最優先

当社が目指す将来の姿

資産運用・資産形成を通じて
お客さまとそのご家族の

人生の伴走者となる

⚫ 長期にわたる人生のパートナーとして、お客

さまとそのご家族の人生の伴走者となる

⚫ 市況に左右されない、安定的な経営体制を

実現し、安定的にROE目標を達成
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事業構造・収益構造の転換 ゴールベースアプローチ型営業の推進①
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「 お 客 さ ま と そ の ご家 族 の資 産 運用・ 資産 形 成の 伴 走者 」 とな るこ とを 目 指し 、 お 客 さ まと ご家 族と の 強固 な リ レーシ ョ ンを 構築

⚫ G B A 型 営 業 を 通 じて 、 ス ト ッ ク 商 品 （投 資 信 託 と ラ ッ プ商 品 ） の 残 高 積 上 げに 注 力 し 、 相 場 環 境に 左 右 さ れ に く い安 定 的 な 収 益
構 造 の 実 現 を 目 指 す

⚫ 「 お 客 さ ま 本 位 の 業 務 運営 」 と親 和性 の 高い G B A 型営 業 を実 践 する こと で 、 国 が 推し 進 め る 「 貯 蓄か ら 投資 へ 」の 流 れを 後 押し

⚫ ア イ ザ ワ 宣 言 （ お 客 さま へ ）の 実 践に 結 びつ く

ゴールベースアプローチ（GBA）型営業の徹底

投資の目的 ⚫ 将来の計画やライフスタイルの実現に向けたゴールの達成

お客さまとの関係性 ⚫ お客さまのライフプランに寄り添えるようなリレーション

アイザワ証券の
提供価値

⚫ ゴール達成のためのプラン提供
⚫ ライフプランに沿ったトータルサポート
⚫ ゴール達成に向けたサポート・フォロー
⚫ ソリューションサービスの提供

アイザワ証券が目指す

ゴールベースアプローチ（GBA）型営業 とは

⚫ お客さまのライフプランに寄り添い、お客さまごとに達成したいゴールに向けたプランをご提供

⚫ 個別売買にとどまらないトータルサポートで資産運用・資産形成を伴走支援

アイザワ宣言（お客さまへ）の実践へ

私たちは、お客さまの未来を見据えた

金融サービスを提供します

お客さまとそのご家族が資産運用・資産形成の

ゴールを実現するまで寄り添います。

継続的にお客さまとそのご家族と対話することで、

長期にわたるパートナーとなります。

お客さまからの信頼を最優先に考え、

目先の利益を追求する取引・提案をしません。
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事業構造・収益構造の転換 ゴールベースアプローチ型営業の推進②
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試行店の取組み

試 行 店 （ G B A 型 営 業 の サ ービ ス提 供に 変 化し た 姿 を 体現 する 店 舗 ） に おけ るヒ アリ ン グ件 数は 引 き続 き 堅調 に 推移

⚫ 2 0 2 5 年 4 月 に 5 支 店 から スター ト し た試 行 店は 、 ２ ０ ２５ 年 10 月に 6 支店 追 加し ア イ ザワ 証券 全 支店 の １ / ３ほ ど に拡 大

⚫ 2 0 2 6 年 3 月 期 で G B A 型 営業 の 「試 行 期間 」 を終 え、 ２ ０ ２ ６年 4 月よ り「 アイ ザ ワ証 券に お ける スタ ンダ ード 」 とし て 全 店に 展 開

⚫ ご 家 族 を 交 え た 面 談 を意 識 的に 行 った ことで 、 ご 家族 に 関す るゴ ール 設 定が 2 02 6 年 1月～ 3 月に 増 加し た

ゴールベースアプローチ（GBA）型営業を推進する試行店の取組み

GBA型営業における契約ゴール種別

老後資金

資産承継/相続･贈与 (税 )

旅行レジャー娯楽趣味

老後生活資金(引出し)

高齢住宅・介護医療リスク費

インフレ対策

20％12％

教育資金

旅行レジャー
娯楽趣味

資産承継/
相続･贈与(税)

1％

ご家族に関する
ゴール設定が

33％

■

■

■

■

■

■

※ヒアリングとは、家族構成や資産状況、価値観等お客さまのことを深く知るGBAプロセスにおける重要なステップのひとつ

16%

84%

35%

65%

100%

■試行店 ■従来店（コンサルティングプラザを除く）

２０２５年
4月～9月

２０２５年10月～
2026年３月

２０２６年4月～
全店展開

349 465

4,140 4,263

2026年3月期 ヒアリング件数 引き続き
堅調

2025年
4月～6月

（１Q）

2025年
7月～9月

（2Q）

2025年
10月～１２月

（3Q）

※

202６年
1月～３月

（４Q）

2025年10月～12月の契約分

■

■

■

■

■

■

積立資産形成

リフォーム

不動産･車等高額商品購入

教育資金

事業資金

その他(資産運用 )

20％

14％

教育資金

旅行レジャー
娯楽趣味

老後資金
4％

ご家族に関する
ゴール設定が

38％

2026年1月～3月の契約分

資産承継/
相続･贈与(税)

老後資金

27％

19％
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決算概要(過去同期比累計） – ［連結］

7

18,980 

20,588 20,973 

2,975 
3,172 

2,752 

1,159 

1,886 

26 

1,941 

2,571 

666 

営業収益 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する純利益

（百万円）
前期比
増減率

＋1.9％

前期比
増減率

△13.2％

（百万円） （百万円） （百万円）

24/3期
累計

25/3期
累計

26/3期
累計

⚫ 営 業 収 益 は 、 株 式 委 託 手 数 料 や 信 託 報 酬 の 増 加 に よ り 、 前 期 （2025年３月期）比 1 . 9 ％ 増 収

⚫ 営 業 利 益 は 、 人 的 資 本 投 資 の 強 化 や プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ビ ジ ネ ス の 基 盤 シ ス テ ム の 刷 新 に 伴 う 販 売 費 ・ 一 般 管 理 費 の 増 加 、
非 上 場 資 産 に 投 資 す る フ ァ ン ド の 評 価 損 や 営 業 投 資 有 価 証 券 の 減 損 損 失 等 に よ り 、 同 9 8 . 6 ％ 減 の 2 6 百 万 円

⚫ 親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 純 利 益 は 、 特 別 利 益 （ 投 資 有 価 証 券 売 却 益 ） の 計 上 に よ り 、 同 1 3 . 2 ％ 減 の 2 7 億 5 2 百 万 円

24/3期
累計

25/3期
累計

26/3期
累計

24/3期
累計

25/3期
累計

26/3期
累計

24/3期
累計

25/3期
累計

26/3期
累計

前期比
増減率

△74.1％

2026年3月期累計

前期比
増減率

△98.6％

※プラットフォームビジネスとは、アイザワ証券がプラットフォーマーとなり、提携する金融商品仲介業者（IFA業者）や預金金融機関が取引を媒介し、個人のお客さまにサービスを提供するビジネス

※
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決算概要（四半期推移） – ［連結］

⚫ 営 業 収 益 は 、 前 四 半 期 （ ２ ０ ２ ６ 年 ３ 月 期 3 Q ） 比 3 . 3 ％ 減 の 5 4 億 2 6 百 万 円

⚫ 販 売 費 ・ 一 般 管 理 費 は 、 同 2 . 8 ％ 増 の 5 1 億 7 2 百 万 円

⚫ 営 業 損 失 は 、 6 6 百 万 円

⚫ 親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 純 利 益 は 同 3 7 . 1 ％ 減 の 6 億 7 6 百 万 円

（百万円）
25/3期 26/3期 25/3期

4Q比
増減率

26/3期
3Q比
増減率

2５/3期
累計

26/3期
累計

前期比
増減率4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

営業収益 5,372 4,242 5,695 5,609 5,426 +1.0% △3.3% 20,588 20,973 +1.9% 

販売費・一般管理費 4,597 4,575 5,097 5,033 5,172 +12.5% +2.8% 18,135 19,879 +9.6% 

営業利益又は営業損失（△） 570 △576 349 319 △66 ー ー 1,886 26 △98.6% 

経常利益又は経常損失（△） 729 △337 446 498 59 △91.9% △88.1% 2,571 666 △74.1% 

税引前利益 756 388 1,172 1,462 1,132 +49.7% △22.5% 4,650 4,156 △10.6% 

親会社株主に帰属する純利益 412 127 873 1,075 676 +63.9% △37.1% 3,172 2,752 △13.2% 

１株当たり
四半期純利益（円）

13.28 4.09 28.04 34.54 21.70 ー ー 100.20 88.44 ー

2026年3月期

8
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3,172 △ 228

△ 480

△ 965 △ 39

△ 363

△ 376 △ 87 △ 44

△ 6

2,752

△ 1,574

純利益 増減要因– ［連結］

9

⚫ 証券事業の営業収益は、株式委託手数料や信託報酬の増加により、前期（2025年３月期累計）比22億55百万円増加・・①

⚫ 証券事業のプラットフォームビジネスの拡大により営業収益が増加し、費用面では支払手数料が増加・・②

⚫ 投資事業は前期計上の投資先ファンドからの営業収益（分配金等）が減少したものの、上場投資有価証券の売却益等により特別損益が増加・・③

⚫ 販売費・一般管理費は、人件費や支払手数料の増加等により、同17億43百万円増加・・④

25/3期
累計

純利益

証券事業 ＋2,255

投資事業

運用事業

その他
取引関係費 人件費

その他販売費・
一般管理費

営業外損益

特別損益

法人税等

非支配株主
持分損益

26/3期
累計

純利益

その他調整額
営業収益

販売費・一般管理費

経常利益増減 △1,904（百万円）

その他の
営業費用

支払手数料

その他

プラットフォーム
ビジネス

ファイナンシャル
アドバイザー

2026年3月期累計

＋８１０

＋1,198
＋245

＋1,410 ＋81

取引関係費
△1,004

※プラットフォームビジネスとは、アイザワ証券がプラットフォーマーとなり、提携する金融商品仲介業者（IFA業者）や預金金融機関が取引を媒介し、個人のお客さまにサービスを提供するビジネス

※

1

2
3

4
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決算概要（事業別）

10

証券事業
お客さまの資産形成を

サポートするため、資産運用

コンサルティング等を行う

⚫株式委託手数料や信託報酬が増加したことに
より営業収益増加

2026年3月期累計

投資事業
有価証券、不動産、

成長企業に対して自己投資を

行う

運用事業
機関投資家を中心に

オルタナティブ運用等の

運用サービスを提供

非上場資産に投資するファンドの評価損や営業投資有
価証券の減損損失計上により営業赤字

投資有価証券の売却損益は一定水準の利益を確保

⚫ヘッジファンド事業撤退による費用増加

あいざわアセットマネジメントは、2025年11月に増資及び減資を

行っております。

グループ連結計

営業収益

20,127
百万円

前期比

＋12.6％

営業利益 税引前利益

1,054      
百万円

867
百万円

前期比

＋313.2％

前期比

＋139.4％

832
百万円

前期比

△65.4％

△722
百万円

2,558
百万円

前期比

△37.3％

194    
百万円

前期比

△54.0％

△343
百万円

△182
百万円

58
百万円

1,074
百万円

△364
百万円

前期比

－％

前期比

－％

前期比

－％

グループ本社・その他

20,973
百万円

前期比

＋1.9％

26
百万円

4,156
百万円

前期比

△98.6％

前期比

△10.6％

1

21

2

※

⚫持株会社（アイザワ証券グループ株式会社）におけ
る収益（政策保有株式の売却益等）・費用及びセグ
メント間取引消去
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決算概要（事業別） ： 証券事業 部門別

11

証券事業

お客さまの資産形成をサポートするため、資産運用コンサルティング等を行う

2026年3月期累計

営業収益 営業利益 税引前利益
ファイナンシャルアドバイザー部門

IFA部門
アイザワ証券のプラットフォームビジネスの特徴

⚫金融商品販売を本業としないIFA業者（主に保険代理店）や預金金融機関をサポート

⚫資産形成層のお客さまの積立投資口座の獲得と積立金額の増加に取り組む

⚫新たな顧客基盤の拡大を図る

プラットフォームビジネスとは、アイザワ証券がプラットフォーマーとなり、提携する
金融商品仲介業者（IFA業者）や預金金融機関の取引を媒介し、個人のお客さまに
サービスを提供するビジネス

⚫総預り資産及びストック商品（投資信託とラップ商品）預り資産が増加

⚫ストック商品預り資産増加により、信託報酬が増加

⚫好調な相場環境の影響もあり、ラップ商品の成功報酬が増加

ゴールベースアプローチ（GBA）型営業への転換を行っている証券事業変革の本丸

プラットフォームビジネス部門

（金融機関連携、IFA）

信 託 報 酬 と 成 功 報 酬 に つ い て は P . 3 1 を ご 参 照 く だ さ い

362 
867 

17,872 

20,127 

255 
1,054 

25/3期
累計

26/3期
累計

25/3期
累計

26/3期
累計

25/3期
累計

26/3期
累計

（百万円）
25/3期

累計
26/3期

累計
前期比
増減率

営業収益 17,872 20,127 +12.6% 

├ ファイナンシャルアドバイザー 12,507 13,318 +6.5% 

├ プラットフォームビジネス 4,351 5,549 +27.5% 

└ その他 1,013 1,259 +24.3% 

営業利益 255 1,054 +313.2% 

税引前利益 362 867 +139.4% 

（百万円） （百万円） （百万円）
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12

部門別 総預り資産 部門別 ストック商品預り資産

（億円）

⚫ フ ァ イ ナ ン シ ャ ル ア ド バ イ ザ ー 部 門 の 総 預 り 資 産 は 前 期 （ ２ ０ ２ ５ 年 3 月 期 ） 末 比 3 , 1 2 9 億 円 増 加 、
ス ト ッ ク 商 品 （ 投 資 信 託 と ラ ッ プ 商 品 ） 預 り 資 産 は 同 8 8 7 億 円 増 加

⚫ 金 融 機 関 連 携 の 総 預 り 資 産 は 同 2 7 4 億 円 増 加 、 ス ト ッ ク 商 品 預 り 資 産 は 同 2 1 9 億 円 増 加
金 融 機 関 連 携 に お け る 総 預 り 資 産 に 占 め る ス ト ッ ク 商 品 預 り 資 産 の 割 合 は 7 4 . 1 %

⚫ I F A の 総 預 り 資 産 は 同 ６ ５ ３ 億 円 増 加 、 ス ト ッ ク 商 品 預 り 資 産 は 同 ２ ７ ９ 億 円 増 加

決算概要（事業別） ： 証券事業 部門別 預り資産の状況2026年3月期累計

（億円）

14,432 15,271 
16,552 17,546 17,561 

589 
678 

762 
850 863 

2,140 
2,314 

2,609 
2,785 2,793 

2,498 
2,697 

3,162 
3,247 2,633 

25/3期

4Q

26/3期

1Q

26/3期

2Q

26/3期

3Q

26/3期

4Q

金融機関連携 IFA その他

23,855

19,661
20,962

23,087
24,430

ファイナンシャル
アドバイザー

商 品 別 の 内 訳 は P . 1 8 を ご 参 照 く だ さ い

3,258 
3,566 

3,859 
4,241 4,145 

420 
488 

553 

631 639 

458 

514 

635 

717 737 

96 

108 

116 

127 117 

25/3期

4Q

26/3期

1Q

26/3期

2Q

26/3期

3Q

26/3期

4Q

金融機関連携 IFA その他

5,639

4,233

4,679

5,165

5,718

ファイナンシャル
アドバイザー
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4,081 

2,558 2,407 

832 

1,539 

決算概要（事業別） ： 投資事業

13

2026年3月期累計

27億62百万円

２０26年3月期は投資ファンドの評価損や営業投資有価証券の減損損失という一時的要因

があったが、投資有価証券売却益（特別利益）を計上し、グループ連結純利益に貢献

アイザワ・インベストメンツの投資先ファンドからの収益が減少したことにより、営業収益

が前期（2025年3月期）比65.4％減の8億32百万円

非上場資産に投資するファンドの評価損2億6３百万円や、営業投資有価証券の減損損

失2億５２百万円等が影響し、７億22百万円の営業損失

投資有価証券売却損益（特別損益）27億62百万円を計上し、税引前利益は25億５８百

万円

投資事業
有価証券、不動産、成長企業に対して自己投資を行う

投資資産からの安定収益の確保を目指し、グループ連結業績の安定化と資産収益性向上に貢献する

もうひとつの柱

営業収益 営業利益 税引前利益

25/3期
累計

26/3期
累計

25/3期
累計

26/3期
累計

25/3期
累計

26/3期
累計

（百万円）
25/3期

累計
26/3期

累計
前期比
増減率

営業収益 2,407 832 △65.4% 

営業利益 1,539 △722 ー

税引前利益 4,081 2,558 △37.3% 

△722

上場株式
資産2025年4月～２０２６年３月

投資事業における投資有価証券の売却損益（特別損益）

⚫ 各資産の特性に応じた収益の獲得により、中期的な投資収益の極大化を目指す

⚫ 上場株式、不動産資産で利益を計上しながら、非上場資産で中期的な利益の最大化を目指す
投資方針

•営業投資有価証券（非上場株式ファンド等）からの利益は営業利益として計上

•投資有価証券売却益は特別利益として計上

1

2

3

1

2

3

（百万円） （百万円） （百万円）
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貸借対照表 – ［連結］

14

負債・純資産の部（百万円） 25/3期末 26/3期末 増減率

負債の部

流動負債 51,150 61,853 +20.9% 

信用取引負債 4,722 2,353 △50.2% 

預り金 23,291 30,329 +30.2% 

顧客からの預り金 18,927 21,147 +11.7% 

その他の預り金 4,363 9,182 +110.4% 

短期借入金 9,675 7,512 △22.4% 

短期社債 6,000 12,085 +101.4% 

固定負債 10,618 11,797 +11.1% 

長期借入金 5,156 5,315 +3.1%

負債合計 61,929 73,837 +19.2% 

純資産の部

株主資本合計 35,557 35,321 △0.7% 

うち自己株式 △8,508 △8,429 -

その他の包括利益累計額 9,007 12,163 +35.0% 

その他有価証券評価差額金 7,968 11,174 +40.2% 

純資産合計 47,599 50,486 +6.1% 

負債・純資産合計 109,529 124,324 +13.5% 

資産の部（百万円） 25/3期末 26/3期末 増減率

流動資産 70,047 81,770 +16.7%

現金・預金 14,405 24,239 +68.3% 

預託金 24,783 27,008 +9.0% 

営業投資有価証券 11,230 10,949 △2.5% 

信用取引資産 15,478 15,306 △1.1% 

信用取引貸付金 15,190 15,128 △0.4% 

その他の流動資産 4,149 4,266 +2.8% 

固定資産 39,481 42,554 +7.8% 

有形固定資産 11,211 11,247 +0.3% 

投資その他の資産 28,237 31,265 +10.7% 

投資有価証券 25,208 28,532 +13.2% 

資産合計 109,529 124,324 +13.5% 

主な増減要因

現金・預金 預り金の増加により現金・預金が増加

短期社債
将来の成長に必要な資金を機動的に調達できる体

制を構築することを目的として、無担保社債を発行

純資産
保有株式の上昇によってその他有価証券評価差額金

が増加
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1,489
3,063 3,738791

24/3期 25/3期 26/3期

配当総額 自己株取得額 1株当たり配当額

株主還元の推移

株主還元方針

15

（百万円）

普通配当
DOEの推移

2 0 2 4 年 4 月 2 6 日 に 公 表 し た と お り 、 2 0 2 5 年 ３ 月 期 か ら 2 0 2 8 年 ３ 月 期 の 間 、

配 当 と 自 己 株 式 取 得 に よ る 株 主 還 元 を 総 額 2 0 0 億 円 以 上 実 施 す る

※総還元性向：（自己株取得金額＋普通配当総額）÷純利益        ※DOE：普通配当金額÷株主資本

50%以上 2%程度を上回る

総還元性向（連結べース） 株主資本配当率（DOE） 

※１ 2025年3月期に自己株式の取得（取得株数6,163,900株、取得価額の総額10,775,065,200円）を実施

※2 特別配当の金額は、2024年4月26日時点で入手可能な情報に基づく一定の前提（仮定）及び将来の予測等に基づき見込んでいる金額であり、今後、分配可能額規制その他の法令上の規制や経営環境の変化等の事情により変動する可能性があります。

※1

4.28%2.05%3.32%

〈 参 考 〉

普通配当及び自己株式取得の方針 特別配当の実施方針

年間70円１株当たり

2025年3月期～2028年3月期

１株当たり配当金

中間配当金 期末配当金 年間配当金

普通
配当

特別
配当

合計
普通
配当

特別
配当

合計
普通
配当

特別
配当

合計

2025年3月期 １3円 35円 48円 １3円 35円 48円 ２６円 ７０円 ９６円

202６年3月期 １3円 35円 48円
３４円
（予定）

35円
（予定）

６９円
（予定）

４７円
（予定）

７０円
（予定）

１１７円
（予定）

202７年3月期 未定
35円
（予定）

未定 未定
35円
（予定）

未定 未定
７０円
（予定）

未定

202８年3月期 未定
35円
（予定）

未定 未定
35円
（予定）

未定 未定
７０円
（予定）

未定

※2

10,775

117円

96円

39円

－ 4.37% 10.65%
普通配当＋特別配当

DOEの推移



A
IZ

A
W

A
 S

E
C

U
R

IT
IE

S
 G

R
O

U
P

 C
O

.,
 L

T
D

.
サ

マ
リ

ー
K

P
Iの

進
捗

状
況

ト
ピ

ッ
ク

ス

16

中 期 経 営 計 画 （ 2 0 2 5 年 4 月 ～ 2 0 2 8 年 3 月 ） の K P I の 進 捗 に お い て 、 ス ト ッ ク 商 品 預 り 資 産 、 総 預 り 資 産 は 目 標 に 向 け 着 実

に 増 加 。 女 性 管 理 職 比 率 は 目 標 の 1 5 ％ に 到 達

中期経営計画KPIの進捗  ２０２８年3月期達成目標

ROE

6.0%

目標：8％以上

実質ストック収益 実質販管費カバー率

35.6%

目標：40％以上

総預り資産

2兆3,855億円

目標：2兆5,000億円以上

エンゲージメントスコア

75.8%

目標：80％以上

ストック商品預り資産

5,639億円

目標：8,000億円以上

女性管理職比率

15.0%

目標：15％以上

エンゲージメントスコア：当社グループのエンゲージメント調査において、アイザワ証券グループに愛着
や誇りを感じる、もしくはやや感じると回答する割合

※4

※2 実質ストック収益：信託報酬とラップ報酬の合計額から金融商品仲介業者等に支払う仲介手数料分を除外した収益額

※3 実質販管費：アイザワ証券の販売費・一般管理費から金融商品仲介業者等に支払う仲介手数料を除外した額

※1 ストック商品預り資産：投資信託とラップ商品の合計

※1

※2 ※3

※4
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ROE

ハイライト

ROEの推移 PBRの推移

（％）

株主資本コスト
７～８％程度

1.8

8.4

5.1

△ 4.5

5.6
6.3 6.0

20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 

PBR1倍

（倍）

重要KPI

R O E は 当 社 の 認 識 す る 株 主 資 本 コ ス ト を 下 回 り 、 P B R は １ 倍 を 下 回 っ て い る が 、 事 業 構 造 ・ 収 益 構 造 の 変 革 を 通 じ て 、
安 定 的 に R O E 8 ％ 以 上 を 達 成 し 、 中 長 期 的 な 企 業 価 値 を 向 上 さ せ る こ と で 、 株 価 並 び に Ｐ Ｂ Ｒ を 継 続 的 に 向 上 さ せ 、
当 社 の 資 本 コ ス ト や 株 価 を 意 識 し た 経 営 を 体 現 し て い く

⚫ R O E … 6 . 0 ％

⚫ P B R … 0 . 9 5 倍

0.64 
0.69 

0.51 

0.51 

0.78 

1.03 
0.95 

20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期
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3,222 
3,622 

4,044 
4,476 4,374 

1,010 
1,056 

1,120 

1,241 1,265 

25/3期
4Q

26/3期
1Q

26/3期
2Q

26/3期
3Q

26/3期
4Q

投資信託 ラップ商品

18

預り資産 – ［アイザワ証券株式会社単体］

ハイライト

総預り資産の内訳と推移 ストック商品預り資産の内訳と推移

14,103 14,818 
16,266 17,020 16,562 

3,222 
3,622 

4,044 
4,476 4,374 

1,010 
1,056 

1,120 
1,241 

1,265 

213 
240 

274 
292 291 

1,111 
1,224 

1,380 
1,399 1,361 

25/3期

4Q

26/3期

1Q

26/3期

2Q

26/3期

3Q

26/3期

4Q

株式 投資信託 ラップ商品 債券 その他（億円） （億円）

重要KPI

⚫ 総 預 り 資 産 は 、 ゴ ー ル ベ ー ス ア プ ロ ー チ 型 営 業 と プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ビ ジ ネ ス の 推 進 に 加 え 相 場 の 追 い 風 も あ り 、
前 期 （ ２ ０ ２ ５ 年 ３ 月 期 ） 末 比 で 2 1 . 3 ％ 増 加

⚫ ス ト ッ ク 商 品 ( 投 資 信 託 と ラ ッ プ 商 品 ） 預 り 資 産 に 関 し て も 、 上 記 の 取 組 み に よ り 前 期 （ 2 0 2 5 年 3 月 期 ） 末 比
3 3 . 2 ％ 増 加

23,087
24,430 23,855

19,661
20,962

25/3期末比
増減率

＋21.3％

5,165

5,718 5,639

4,233
4,679

25/3期末比
増減率

＋33.2％

※

※プラットフォームビジネスとは、アイザワ証券がプラットフォーマーとなり、提携する金融商品仲介業者（IFA業者）や預金金融機関が取引を媒介し、個人のお客さまにサービスを提供するビジネス
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実質ストック収益 実質販管費カバー率 – ［アイザワ証券株式会社単体］

ハイライト

実質ストック収益 実質販管費カバー率の推移（四半期別）実質ストック収益 実質販管費カバー率の推移（年度累計）

3,667 
3,542 

3,753 3,634 
3,945 

973 888 
1,282 

1,502 
1,618 

26.6%
25.1%

34.2% 41.3%

41.0%

25/3期

4Q

26/3期

1Q

26/3期

2Q

26/3期

3Q

26/3期

4Q

実質販管費 実質ストック収益 実質ストック収益 実質販管費カバー率
（百万円）（百万円）

目標40％以上

重要KPI

14,485 

3,542 

7,295 

10,930 

14,876 

4,163 

888 
2,170 

3,672 

5,291 

28.7%
25.1%

29.8%

33.6% 35.6%

25/3期

4Q

26/3期

1Q

26/3期

2Q

26/3期

3Q

26/3期

4Q

実質販管費 実質ストック収益 実質ストック収益 実質販管費カバー率

2 0 2 6 年 3 月 期 累 計 の 実 質 ス ト ッ ク 収 益  実 質 販 管 費 カ バ ー 率 は 3 5 . 6 ％ と な り 、 2 0 2 5 年 3 月 期 累 計 比 6 . 9 ｐ ｔ 増

⚫ 実 質 販 管 費 は 、 前 期 （ 2 0 2 5 年 ３ 月 期 ） よ り 3 億 9 1 百 万 円 増 加

⚫ 実 質 ス ト ッ ク 収 益 は 、 信 託 報 酬 の 増 加 に 伴 い 、 同 1 1 億 2 8 百 万 円 増 の 5 2 億 9 1 百 万 円

※1 実質ストック収益：信託報酬とラップ報酬の合計額から金融商品仲介業者等に支払う仲介手数料分を除外した収益額 ※2 実質販管費：アイザワ証券の販売費・一般管理費から金融商品仲介業者等に支払う仲介手数料を除外した額

※1 ※2
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33 34 38

224 211 214

24/3末 25/3末 26/3末

男性管理職数（人） 女性管理職数（人）

目標15％以上

20

女性管理職比率、エンゲージメントスコア

ハイライト

エンゲージメントスコア女性管理職比率（連結）

重要KPI

中 長 期 的 か つ 持 続 的 な 企 業 価 値 向 上 （ 収 益 性 ・ 資 本 効 率 の 向 上 ） を 実 現 す る た め 、 人 的 資 本 投 資 へ の 取 組 み を 強 化 し て
お り 、 多 様 性 の 確 保 や エ ン ゲ ー ジ メ ン ト の 向 上 に 努 め て い る

⚫ 女 性 管 理 職 比 率 は 、 2 0 2 6 年 ３ 月 末 時 点 で 1 5 . 0 % と な り 、 中 期 経 営 計 画 の 目 標 水 準 （ １ ５ ％ 以 上 ） に 到 達

⚫ エ ン ゲ ー ジ メ ント スコ アは、 ２ ０ ２ ５年 ４ 月に パ ーパ ス・ ビジ ョ ン・ バ リ ュ ー（ P VV ） とアイ ザ ワ 宣言 を 策定 し 、 社 長が 全 社員 に 対
し て タ ウ ン ホ ー ル ミーテ ィ ング を実 施 し た ことに よ り、 「 社風 」 「経 営 理念 や 長期 ビジ ョ ン」 の 項目 が 改善 し 、 ス コアが 向 上

※2 エンゲージメントスコア：当社グループのエンゲージメント調査において、アイザワ証券グループに愛着や誇りを感じる、もしくはやや感じると回答する割合

25.4%

46.8%

22.0%

5.8%

※1 人的資本投資（経営）についてはP.22をご参照ください

女性活躍推進の取組み

東京都が取り組む女性活躍

推進と多様性のある社会を

目指す「東京女性リーダーズ

応援ネットワーク」の「東京女

性未来フォーラム共同宣言」

に賛同し、賛同企業の一員と

なりました。

東京都公式サイトに、アイザ

ワ証券グループ及びアイザワ

証券のロゴとホームページの

リンクが掲載されました。

※1

※2

257
245 252

12.8% 13.8%

15.0%

女性管理職比率

25.9%

46.2%

22.5%

5.4%

26.8%

49.0%

18.7%

5.5%

アイザワ証券グループに愛着や誇りを感じる、

もしくはやや感じると回答する割合

72.2％

24/3期

72.1％ 75.8％

（回答率82.6%）（回答率86.4%） （回答率84.5%）

25/3期 26/3期

感じる やや感じる あまり感じない 感じない

目標 80％以上
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⚫ 全 社 一 体 と な っ て G B A 型 営 業 に 取 り 組 む た め 、 社 員 向 け G B A ハ ン ド ブ ッ ク を 作 成 し 、 全 役 職 員 へ 配 布

⚫ P V V と ア イ ザ ワ 宣 言 を 踏 ま え た 「 人 的 資 本 経 営 」 及 び 「 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 推 進 」 の 基 本 方 針 を 策 定

トピックス

アイザワの人的資本経営、サステナビリティ推進GBAハンドブック

※ PVV・アイザワ宣言はP.1をご参照ください

詳 細 に つ い て は P .2 2 ～ 23 を ご参 照く だ さい

「人的資本投資の取組強化」及び「サステナビリティ推進」は、2025年4月

からスタートした中期経営計画の重点施策であり、近年、企業の持続的な成

長や企業価値向上のために重視されている非財務情報の主たる要素です。

２０２５年4月に公表したPVVとアイザワ宣言を踏まえ、非財務情報の重要

性を再認識したうえで、企業文化として根付かせていきます。

アイザワ証券における非財務情報の重要性

お 客 さ ま 向 け 社 員 向 け

「アイザワ証券で実現したいGBAとは何か」「なぜ、いまGBA型営業に取り

組むのか」。

試行店として取り組んできた１１店舗のファイナンシャルアドバイザーと、

GBA型営業推進を担当する本社部署が議論を重ねながら「アイザワ証券ら

しいGBA型営業」のノウハウを社員向けハンドブックにまとめ、全役職員に

配布しました。

お客さま向けハンドブックも２０２６年4月より配布しています。
「信頼・誠実」という金融業の基盤を守り、社員の専門性や倫理観、お客さま・

社会からの信頼、サステナビリティに対する姿勢等が競争力の源泉

当社で働く社員（ヒト）を、人的資源（コスト）とみるのではなく、人的資本

（投資）とみなし、人事ビジョン及び人事の基本的な考え方を定めた

人的資本経営

ステークホルダーを意識したマテリアリティを策定し、その中でも当社の強み

の領域である社会（地域社会）を念頭においた基本方針を策定

サステナビリティ推進

※
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社員一人ひとりがやりがいを持って活き活きと働ける会社を創ります

当社は、社員一人ひとりが“アイザワ人材”として、自ら考え自律的に行動し、新しい価値を創造する“挑戦”を支援します

当社が大切にする価値観である

Values（チャレンジ、リレーションシップ、

プロフェッショナリズム、チームワーク）

を体現している人材

目指す社員像

人事
ビジョン

人事の基本的な考え方

社員一人ひとりが「目指す社員像」となるよう
公正な人事制度を策定する

⚫ 働きがい

自律的にキャリアを形成できるような制度の構築

⚫ 働きやすさ

互いに認め合い（共感力を高める）、安心して働ける職場環境づくり

22

アイザワの人的資本経営

Purpose
私たちの存在意義

より多くの人に

より豊かな生活を

Vision
私たちのあるべき姿

資産運用・資産形成を通じてお客さま

とそのご家族の人生の伴走者となる

Values
私たちが大切にする価値観

アイザワ宣言

お客さま、株主の皆さま、社会、従業員の皆さんへのコミットメント

企業理念

チャレンジ
リレーション

シップ

プロフェッショ

ナリズム
チームワーク

経営（人事）・現場・社員

が三方よしとなる

３つのバランスが重要

management 

経営
（人事）

人事施策 アイザワ人材

field 

現場

employee

社員
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アイザワのサステナビリティ推進

中長期的な企業価値向上を目指す

企業理念

Purpose
私たちの存在意義

より多くの人に より豊かな生活を

Vision
私たちのあるべき姿

資産運用・資産形成を通じて

お客さまとそのご家族の人生の伴走者となる

Values
私たちが大切にする価値観

チャレンジ リレーションシップ プロフェッショナリズム チームワーク

当社は、サステナビリティの取組みを誠実に積み上げていくことで、
社会課題の解決に寄与し、社会と当社が持続的に成長していく循環を構築していきます

中期経営計画（2025年4月〜2028年3月）

アイザワ宣言

お客さまへ
私たちはお客さまの未来を見据えた

金融サービスを提供します

資産格差の是正／高齢化社会への対応／

資産形成、相続・資産承継支援

解決し得る社会課題

株主の皆さまへ
私たちは持続的な成長を通じて

企業価値向上に努めます

ガバナンス体制の強化／資産収益性の向上／

適切な開示による透明性の確保

解決し得る社会課題

社会へ
私たちは地域との繋がりを大切にし

社会の発展に貢献します

地域経済の活性化／金融リテラシーの向上／

環境の保全

解決し得る社会課題

従業員の皆さんへ
私たちは社員一人ひとりを尊重し

成長と挑戦を後押しします

多様性の尊重／成長できる機会の創出／

安心して働ける職場環境の構築

解決し得る社会課題

サステナビリティ推進

マテリアリティサステナビリティ基本方針

地域社会に伴走し より多くの人と

地域とともに成長していく

さらなる100年に向け

変革を重ね選ばれ

つづける会社へ

ステークホルダー

との対話に努めより

信頼される存在へ

金融リテラシー教育

を通じて安心できる

暮らしの実現へ

社会の一員として

使命感をもつ

伴走者へ

環境と調和の

とれた地域社会を

次世代へ

互いの価値観に敬意を

持ち自律的成長を

支援できる会社へ

当社の持続的成長や
企業価値向上

循環

アイザワ証券
グループ

社会

サステナビリティ
への取組み

持続可能な
社会の実現 社会課題



Appendix

決 算 説 明 資 料 2026年3月期
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会社概要

商号 アイザワ証券グループ株式会社

所在地
〒105-7307

東京都港区東新橋一丁目9番1号 東京汐留ビルディング

連絡先 03-6852-7744

代表者 代表取締役社長 社長執行役員 藍澤 卓弥

創業年月日
１９１８年（大正７年）７月７日

（1933年（昭和８年）10月３日 設立）

資本金 ８0億円

従業員数 921名 ※2026年3月末時点



A
IZ

A
W

A
 S

E
C

U
R

IT
IE

S
 G

R
O

U
P

 C
O

.,
 L

T
D

.

25

アイザワ証券の特色

01

ゴールベース
アプローチ型営業

ゴ ー ル ベ ー ス ア プ ロ ー チ 型 営

業 に よ り 、 お 客 さ ま の ラ イ フ

プ ラ ン に 寄 り 添 い 、 お 客 さ ま

ご と に 達 成 し た い ゴ ー ル に 向

け た プ ラ ン を ご 提 供 し 、 個 別

売 買 に と ど ま ら な い ト ー タ ル

サ ポ ー ト で 資 産 運 用 ・ 資 産 形

成 を 伴 走 支 援 い た し ま す 。

個 人 の 相 続 、 経 営 者 の 事 業 承

継 、 法 人 の ビ ジ ネ ス 拡 大 、 地 域

の 課 題 等 の 幅 広 い ニ ー ズ に 対

応 し 、 個 人 ・ 法 人 の お 客 さ ま の

想 い を 叶 え る た め に 高 度 な ノ

ウ ハ ウ を 持 つ 専 門 家 と 連 携 し 、

オ ー ダ ー メ イ ド 型 の コ ン サ ル

テ ィ ン グ を 提 供 い た し ます 。

ソリューション
サービス

ラ イ フ プ ラ ン の 実 現 に 向 け て

伴 走 者 を 必 要 と す る お 客 さ ま

を 有 す る 、 金 融 商 品 販 売 を 本

業 と し な い I F A 業 者 さ ま や 金

融 機 関 さ ま に 対 し 、 金 融 商 品

販 売 に 有 益 な 情 報 提 供 と サ

ポ ー ト を 行 う と と も に 、 シ ス テ

ム 等 を 提 供 い た し ま す 。

プラットフォーム
ビジネス

02

一 体 的 に
価 値 を 提 供
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中期経営計画（2025年4月～2028年3月）の骨子

企業理念

Purpose Vision Values
私たちの存在意義 私たちのあるべき姿 私たちが大切にする価値観

より多くの人に

より豊かな生活を

資産運用・資産形成を通じて

お客さまとそのご家族の

人生の伴走者となる

チャレンジ

行動力

成長

変革

リレーションシップ

信頼

思いやり

安心

プロフェッショナリズム

誠実

責任

使命感

チームワーク

調和

敬意

結束

事業戦略 経営機能強化 株主還元方針

企業価値向上

資本コストや

株価を意識した経営

証券事業の変革 コンプライアンスの
強化

人的資本投資の
取組強化

生産性の向上
リスク管理の

強化
サステナビリティ

推進

特別配当

普通配当＆
自己株取得

2026年3月期～2028年3月期まで

特別配当（年間1株70円）を実施

前中期経営計画の方針を継続
普通配当及び自己株式取得は総還元性向
50％以上、普通配当は株主資本配当率（DOE)
2%を超えることを基本方針とする

ROE
（自己資本利益率）

8％以上

女性管理職
比率

15％以上

エンゲージメント
スコア

80％以上

ストック商品
預り資産

8,000
億円以上

総預り資産

2兆5,000
億円以上

実質ストック収益
実質販管費カバー率

40％以上

投資事業のグレードアップ

運用事業の再構築

KPI ２０２８年3月期達成目標
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貸借対照表 – ［連結］

負債・純資産の部（百万円） 25/3期末 26/3期末 増減率

負債の部

流動負債 51,150 61,853 +20.9% 
トレーディング商品 24 48 +96.5% 

信用取引負債 4,722 2,353 △50.2% 

信用取引借入金 4,173 2,033 △51.3% 

有価証券担保借入金 482 2,009 +316.9% 

預り金 23,291 30,329 +30.2% 

顧客からの預り金 18,927 21,147 +11.7% 

その他の預り金 4,363 9,182 +110.4% 

受入保証金 4,350 4,324 △0.6% 

短期借入金 9,675 7,512 △22.4% 

短期社債 6,000 12,085 +101.4% 

固定負債 10,618 11,797 +11.1% 
長期借入金 5,156 5,315 +3.1% 

繰延税金負債 4,994 5,986 +19.9% 

特別法上の準備金 160 187 +16.8% 
金融商品取引責任準備金 160 187 +16.8% 

負債合計 61,929 73,837 +19.2% 

純資産の部

株主資本合計 35,557 35,321 △0.7% 

うち自己株式 △8,508 △8,429 -

その他の包括利益累計額 9,007 12,163 +35.0% 

その他有価証券評価差額金 7,968 11,174 +40.2% 

非支配株主持分 3,035 3,001 △1.1% 

純資産合計 47,599 50,486 +6.1% 

負債・純資産合計 109,529 124,324 +13.5% 

資産の部（百万円） 25/3期末 26/3期末 増減率

流動資産 70,047 81,770 +16.7% 

現金・預金 14,405 24,239 +68.3% 

預託金 24,783 27,008 +9.0% 

営業投資有価証券 11,230 10,949 △2.5% 

トレーディング商品 347 135 △61.0% 

約定見返勘定 1,294 1,521 +17.6% 

信用取引資産 15,478 15,306 △1.1% 

信用取引貸付金 15,190 15,128 △0.4% 

立替金 521 278 △46.6% 

その他の流動資産 1,985 2,330 +17.4% 

固定資産 39,481 42,554 +7.8% 

有形固定資産 11,211 11,247 +0.3% 

賃貸不動産 9,259 9,299 +0.4% 

無形固定資産 32 40 +24.2% 

投資その他の資産 28,237 31,265 +10.7% 

投資有価証券 25,208 28,532 +13.2% 

貸倒引当金 △8 △0 -

資産合計 109,529 124,324 +13.5% 



A
IZ

A
W

A
 S

E
C

U
R

IT
IE

S
 G

R
O

U
P

 C
O

.,
 L

T
D

.

28

セグメント情報内訳 – ［連結］

（百万円）

25/3期 26/3期 25/3期
4Q比
増減率

26/3期
3Q比
増減率

25/3期
累計

26/3期
累計

前期比
増減率4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

セグメント別営業収益連結計 5,372 4,242 5,694 5,610 5,426 +1.0% △3.3% 20,588 20,973 +1.9% 

証券事業 4,111 4,074 5,417 5,446 5,189 +26.2% △4.7% 17,872 20,127 +12.6% 

投資事業 1,183 168 236 185 242 △79.5% +30.8% 2,407 832 △65.4% 

運用事業 129 42 78 27 46 △64.2% +67.7% 423 194 △54.0% 

その他調整 △52 △42 △37 △ 49 △ 52 - - △ 115 △ 182 -

セグメント別営業利益連結計 570 △576 349 319 △ 66 - - 1,886 26 △98.6% 

証券事業 △327 △258 525 625 162 - △73.9% 255 1,054 +313.2% 

投資事業 915 △137 △183 △ 190 △ 211 - - 1,539 △ 722 -

運用事業 △33 △131 △51 △ 111 △ 71 - - △ 116 △ 364 -

その他調整 17 △48 58 △ 3 52 +209.2% - 208 58 △71.8% 

セグメント別税引前利益連結計 756 388 1,172 1,462 1,132 +49.7% △22.5% 4,650 4,156 △10.6% 

証券事業 △264 △227 509 498 87 - △82.5% 362 867 +139.4% 

投資事業 1,059 746 396 477 938 △11.4% +96.5% 4,081 2,558 △37.3% 

運用事業 △28 △138 △50 △ 102 △ 52 - - △ 131 △ 343 -

その他調整 △9 8 317 588 160 - △72.8% 338 1,074 +217.5% 
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営業収益の状況 – ［連結］

（百万円）
25/3期 26/3期 25/3期

4Q比
増減率

26/3期
3Q比
増減率

25/3期
累計

26/3期
累計

前期比
増減率4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

営業収益 5,372 4,242 5,695 5,609 5,426 +1.0% △3.3% 20,588 20,973 +1.9% 

受入手数料 3,476 3,273 4,355 4,479 4,605 +32.5% +2.8% 14,190 16,713 +17.8% 

委託手数料 1,383 1,432 1,960 1,976 1,842 +33.2% △6.8% 5,769 7,212 +25.0% 

引受・売出 6 1 32 0 1 △77.3% +183.6% 32 36 +11.3% 

募集・売出 779 785 834 798 895 +14.9% +12.1% 3,274 3,315 +1.2% 

その他 1,306 1,053 1,527 1,703 1,865 +42.7% +9.5% 5,114 6,149 +20.2% 

トレーディング損益 504 647 813 699 313 △37.8% △55.1% 3,025 2,474 △18.2% 

株券等 427 556 696 599 225 △47.2% △62.4% 2,511 2,078 △17.2% 

債券等 24 5 39 36 40 +67.2% +9.1% 172 122 △29.3% 

為替等 52 85 77 62 47 △9.0% △23.6% 341 273 △19.9% 

金融収益 236 158 294 251 270 +14.3% +7.7% 885 975 +10.1% 

その他の営業収益 1,155 162 231 179 236 △79.5% +31.7% 2,486 810 △67.4% 
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営業収益の商品別内訳 – ［連結］

（百万円）
25/3期 26/3期 25/3期

4Q比
増減率

26/3期
3Q比
増減率

25/3期
累計

26/3期
累計

前期比
増減率4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

営業収益 5,372 4,242 5,695 5,609 5,426 +1.0% △3.3% 20,588 20,973 +1.9% 

株式 1,988 2,181 2,825 2,755 2,247 +13.0% △18.4% 9,117 10,009 +9.8% 

委託手数料 1,383 1,432 1,960 1,976 1,842 +33.2% △6.8% 5,769 7,212 +25.0% 

トレーディング損益・
金融収益等

605 748 864 778 405 △33.0% △48.0% 3,348 2,797 △16.5% 

投資信託 1,386 1,401 1,572 1,607 1,734 +25.1% +7.9% 5,457 6,315 +15.7% 

募集手数料 779 785 834 798 895 +14.9% +12.1% 3,274 3,315 +1.2% 

信託報酬等 607 615 737 808 838 +38.1% +3.8% 2,182 3,000 +37.5% 

ラップ商品 473 348 647 804 925 +95.3% +15.1% 2,320 2,726 +17.5% 

固定報酬・信託報酬 284 276 291 313 330 +16.2% +5.4% 1,152 1,211 +5.1% 

成功報酬 189 72 355 491 595 +213.5% +21.3% 1,168 1,514 +29.7% 

債券 26 7 41 38 42 +63.2% +10.3% 181 130 △28.0% 

不動産 123 125 127 124 126 +2.7% +1.4% 497 504 +1.4% 

営業投資有価証券 1,032 36 103 55 110 △89.3% +100.0% 1,988 305 △84.6% 

その他 340 141 377 224 238 △30.0% +6.5% 1,025 981 △4.3% 
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販売費・一般管理費、営業外損益、特別損益の内訳 – ［連結］

（百万円）
25/3期 26/3期 25/3期

4Q比
増減率

26/3期
3Q比
増減率

25/3期
累計

26/3期
累計

前期比
増減率4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

販売費・一般管理費 4,597 4,575 5,097 5,033 5,172 +12.5% +2.8% 18,135 19,879 +9.6% 

取引関係費 1,002 976 1,318 1,370 1,208 +20.5% △11.8% 3,869 4,873 26.0% 

人件費 2,244 2,259 2,416 2,324 2,461 +9.6% +5.9% 9,099 9,462 +4.0% 

不動産関係費 371 373 373 343 393 +5.9% +14.4% 1,487 1,483 △0.2% 

事務費 739 686 686 693 738 △0.0% +6.5% 2,663 2,805 +5.4% 

減価償却費 69 81 85 79 154 +121.1% +95.1% 268 401 +49.4% 

租税公課 80 79 112 98 93 +16.0% △5.1% 319 383 +20.3% 

その他 88 118 105 123 121 +37.9% △1.1% 428 468 +9.4% 

（百万円）
25/3期 26/3期 25/3期

4Q比
増減率

26/3期
3Q比
増減率

25/3期
累計

26/3期
累計

前期比
増減率4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

営業外損益 158 238 96 178 125 △20.7% △29.5% 684 640 △6.5% 

営業外収益 208 299 157 240 204 △2.0% △15.0% 884 901 +2.0% 

営業外費用 49 60 60 61 78 +57.7% +27.0% 199 261 +31.0% 

特別損益 26 726 726 963 1,073 - +11.4% 2,079 3,489 +67.8% 

特別利益 26 726 734 1,241 1,162 - △6.4% 2,345 3,865 +64.8% 

特別損失 △0 - 7 278 89 - △67.9% 266 375 +40.9% 
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18,320 

23,304 

28,317 

36,930 

42,355 

2,553 
2,963 

3,315 

4,248 

5,146 

25/3期

4Q

26/3期

1Q

26/3期

2Q

26/3期

3Q

26/3期

4Q
32

投資一任契約資産の状況 – ［アイザワ証券株式会社単体］

契約資産（時価）（百万円）、件数（件）
25/3期 26/3期 25/3期4Q比

増減率
26/3期3Q比

増減率4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

スマイルゴール
契約資産（時価） 18,320 23,304 28,317 36,930 42,355 +131.2% +14.7% 

件数 2,553 2,963 3,315 4,248 5,146 +101.6% +21.1% 

ブルーラップ
契約資産（時価） 32,530 33,325 35,008 38,710 38,143 +17.3% △1.5% 

件数 1,494 1,440 1,415 1,443 1,491 △0.2% +3.3% 

ファンドラップ
契約資産（時価） 50,216 48,992 48,732 48,552 46,027 △8.3% △5.2% 

件数 5,317 5,021 4,780 4,531 4,354 △18.1% △3.9% 

合計
契約資産（時価） 101,066 105,623 112,059 124,194 126,525 +25.2% +1.9% 

件数 9,364 9,424 9,510 10,222 10,991 +17.4% +7.5% 

スマイルゴール契約資産の推移

契約資産（時価）
25/3期末比

増減率

+131.2％

件数
25/3期末比

増減率

+101.6％

■契約資産（時価）（百万円） 件数（件）

ゴールベースアプローチ型ラップサービス（愛称:スマイルゴール）

お 客 さ ま 一 人 ひ と り の 目 標 （ ゴ ー ル ） か ら 逆 算 し て 考 え る ゴ ー ル ベ ー ス ア

プ ロ ー チ 型 ラ ッ プ サ ー ビ ス

ア フ タ ー フ ォ ロ ー を 通 じ て お 客 さ ま と そ の ご 家 族 と 長 期 的 な リ レ ー シ ョ ン

を 築 き ま す

ラップサービス

スマイルゴール

ブルーラップ

・ ア イ ザ ワ S M A ス ー パ ー ブ ル ー ラ ッ プ

・ ア イ ザ ワ S M A ブ ル ー ラ ッ プ （ 新 規 の 取 扱 い 中 止 ）

日 本 株 の 投 資 一 任 運 用 サ ー ビ ス

ファンドラップ（ 新 規 の 取 扱 い 中 止 ）

国 際 分 散 投 資 に よ り 、 運 用 ・ 管 理 す る 一 任 運 用 サ ー ビ ス
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223,427 225,087 227,322 229,456 229,682 

74,087 73,995 74,081 74,395 74,823 

78,869 81,150 83,275 84,301 87,058 

25/3期

4Q

26/3期

1Q

26/3期

2Q

26/3期

3Q

26/3期

4Q

対面口座数 ネット口座数 NISA口座数（口座）

303,851 304,505
297,514

1,475 1,351 
1,609 

1,378 1,524 

1,519 

1,178 

1,406 

674 
757 

1,660 

1,520 

1,550 

2,084 2,012 

25/3期

4Q

26/3期

1Q

26/3期

2Q

26/3期

3Q

26/3期

4Q

金融機関連携 IFA（口座）

4,136
4,293

4,654

4,049

4,565

299,082

総口座数の内訳とNISA口座数の推移 新規口座数の内訳と推移

ファイナンシャル
アドバイザー

301,403

口座数の状況 – ［アイザワ証券株式会社単体］
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93 
144 

391 

577 

805 

998 

700 

439 

146 

法人 10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

（口座）

1,524 

757 

2,012 

年代別新規口座数 部門別新規口座数

35 32 

102 
130 

228 

353 

278 
259 

107 

法人 10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

（口座）

21 15 
39 51 

98 

180 

228 

109 

16 

法人 10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

37 

97 

250 

396 

479 465 

194 

71 
23 

法人 10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

年代別新規口座数（ファイナンシャルアドバイザー） 年代別新規口座数（金融機関連携） 年代別新規口座数（IFA）

（口座） （口座） （口座）

ファイナンシャル
アドバイザー

金融機関連携 IFA



お問合せ先

アイザワ証券グループ株式会社 経営企画部

E-MAIL ir@aizawa-group.jp

URL https://www.aizawa-group.jp/
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